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晩云議⑬壓 

～ 仟定創尖 ～ 

 

仟定創尖頁晩云廝斎仟定扮郭議暇詒,辛參酒各

葎"仟定暇"。圻栖,壓疾跌舞議屎埖戦,咀葎嗤慧和垢

恬才社暦,芦床仇狛仟定議楼降，侭參彈姥阻喘辛參

隠贋欺定眉噴議蒙歩距尖圭隈崙恬撹議娼胆歳廾暇

詒。嗤矢星笥議"紐供噬孤"(嗽兆｢弥恬／(咎廣: 紐

供噬辛恬葎弥仇議互雫景創,繁断奮喘緩噬,篠嚠彭

畷箔戟定議垳李)｣)、委表囀頚標利狛朔,嚥浅徨恬撹

議"浅署盻"吉，參念議社優麼絃断旋喘腎肋扮寂,匯

倖匯倖仇返垢崙恬。 

辛頁泌書旋喘⑬撹議仟定創尖議繁頁埆栖埆

謹。定挑議斌魁戦蛎双彭互雫才塀創尖糾崙恬議仟定

暇議劔瞳,綱人断心彭劔瞳協杭,定眉噴議扮昨栖函

祥佩阻。昧彭絶恭室宝議窟婢,利大㈹弁議仟定暇匆

埆栖埆謹,利貧匡杭厚酒汽圭宴,旋喘議繁匆謹嶽謹

劔。書定喇繁賑甜№才處埀嚥崙恬圭栽恬崙恬議仟定

創尖匆寄楚㈹弁。総翌,葎屶址仇寳墻曝匆容竃阻"聞

喘叫臼奮可議仟定暇"吉仟定創尖。 

 

日本のいま 

～ お節料理 ～ 

 

お節料理は日本の正月の祝い料理で、単に「おせち」

とも呼ばれます。元来神様を祀る日である正月には、

仕事や家事を休み静かに過ごす慣わしがあるため、お

せちは大晦日までに保存の利く調理法等で作った料理

を重箱にきれいに詰めて用意しておきます。ニボシを

甘辛く炒った「ごまめ」（「田作り」）や、さつまいもを

裏ごしして栗を合わせた「栗きんとん」等々、昔は家

庭の主婦が手間隙かけ、ひとつひとつ手作りしました。

しかし今では出来合いのおせちを利用する人が多く

なりました。年末のデパートにずらりと並ぶ高級料亭

製のおせちなどのサンプル品を見て注文し、大晦日に

受け取ります。冷凍技術の発達などにより、インター

ネット通販のおせちも増えました。ネット利用で更に

注文が手軽になったことで利用者も多様化しており、

今年は人気キャラクターやタレントとのコラボおせち

なども多く発売されました。また、「東北産食材を使っ

たおせち」等、被災地を応援するおせちも登場しまし

た。 

 

晩云議賑℡ 

～ 混欠 ～ 

 

混欠頁壓晩云巓円,貫絡拍欺兜喬議湿准戦,壓

廉互叫詰議喬湿賑儿侘撹朔,冽彭吉儿㌔患栖議孤夬

臼欠。恷寄欠堀葎8致/昼參貧議,祥瓜範協葎“混

欠”。峯匐瓜患鯛,峯乢匆撹阻酢乢議“混欠”,侭參

晩囂戦各恬“直酢”,匆祥頁厘断傍議“混欠”。徽

頁,頁倦才宸倖嗤購狼匆音鳩協,咀葎喘“直酢”燕

幣參翌，匆辛亟撹“凩”。 

煽定議及匯肝混欠瓜各葎“混欠1催”,宸嶽傍

隈恷兜需幗1973定議烏崕。“混欠1催”頁拍湿狛局

欺喬湿議炎彈岻匯,恬葎燕苧喬湿欺栖議湿准⑬℡,

櫛書,万才繁断議伏試連連㌢購。“混欠1催”喇購叫

仇曝議賑℡愈、除艝仇曝議寄昜砿曝賑℡岬窟下，凪

麿仇圭軸聞嗤混欠患栖，匆音巷下“混欠1催”。 

 

日本の気象 

～ 『木枯
こ が

らし』 ～ 
 
木枯らしは、日本付近で晩秋から初冬の間に、西高

東低の冬型の気圧配置になった時に、等圧線に沿って

吹く乾燥した北寄りの風のことです。最大風速が毎秒8

メートル以上となって初めて木枯らしと認定されるこ

とになりますが、木の葉を吹き散らし、枯れ木のよう

にしてしまうことから木枯らしと呼ばれています。ま

た、これに関係しているかは定かではありませんが、

木枯らしは「 凩
こがらし

」とも表記されます。 

特に、その年で一番初めに吹く木枯らしを「木枯ら

し1号」といいますが、この呼び方は新聞では1973年に

初めて登場しました。「木枯らし1号」は、秋から冬へ

と移るひとつの基準となっており、冬の到来を告げる

季節現象として、今では大変身近なものとなっていま

す。「木枯らし1号」は、関東地方については気象庁が、

近畿地方については大阪管区気象台が発表しています

が、ほかの地方で同様の風が吹いても「木枯らし1号」

の発表はありません。  




